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หลกัจากการตาย เราจะแยกออกเปน 2 ประเภท คอื บคุคล
ที่จะไปสูคต 6ิ และบคุคลที่ไมไปสูคต 6ิ เราปถุชุน ซึ่งเปนบคุคล
ที่อยูในคต 6ิ จะเดนิทางอยูในโลกภายหลงัความตาย เปนระยะเวลา
49 วนั โลกภายหลงัความตายนี้เรยีกวา เมโดะ คอือาณาจกัร
ที่อยูในระหวางโลกนี้กบัโลกหนา ในระหวางเดนิทาง 49 วนันั้น
เราจะตองไดรบัการสอบสวน 7 ครั้ง ทกุ ๆ ชวงเวลา 7 วนัแลว
จะถกูตดัสนิวา เราจะไดไปเกดิในคตไิหน ในบรรดาคตทิั้ง 6 นั้น
ระยะเวลา 49 วนั นั้น เรยีกวาชอูนิ หรอื ชอูุ

หลงัจากการตายเราจะเดนิไป ตามทางบนภเูขาสงูชนั ซึ่งเรา
เรยีกวา ฌเิดะโนะยะมะ โดยอาศยัดาวเปนเครื่องนาํทางเปนเวลา 7
วนั ในวนัที่7 เราตองถกูสอบสวนที่ศาลของราชาชื่อวาฌนิโกโอ
แลว เราจะขามแมน้ําชื่อวา ซนัสโุนะกะวะ ไป เมื่อเราจะขามแมน้ํา
ซนัสโุนะกะวะนั้น คนดจีะขามแมน้ําโดยเรอื
คนที่ไดกระทาํบาปขอเลก็นอยจะตองขามแมน้ําโดยการเดนิไปที่น้ํา
ตื้น และคนที่ไดกระทาํบาปใหญจะตองขามโดยการเดนิไปที่น้ําลกึ
ฝงแมน้ํา ซนัส-ุโนะกะวะนี้มยีกัษ2 ตน คอืยกัษหญงิแกชื่อวา
ดทัซเุอะ-บะ และยกัษชายแก ชื่อวา เคนเอะโอ ยกัษ
ดทัซเุอะบะจะเปลื้องเสื้อผาของเราออกแลว
ใหเสื้อผาของเรานั้นแกยกัษเคนเอะโอที่อยูบนตนไมชื่อวา เอะเรยีวจุ
เขาจะชั่งดบูาป ของเราดวยการแขวนเสื้อ ของเราไวบนกิ่งไม

ตอไปวนัที่14 เราจะตองรบัการสอบสวนที่ศาลของราชา
ชื่อวาโฌะโกโอ วนัที่21 ที่ศาลของราชาชื่อวาโซเตะอโิอ วนัที่28
ศาลของราชาชื่อวา โกกนัโอ วนัที่35 ที่ศาลของราชาชื่อวา
เอนมะโอ ศาลนี้มกีระจกเงาเรยีกวา โจฮะรโินะกะงะมิ
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私 たちは死ぬと、六道を輪廻する者と、六道を輪廻しな
わたし し ろくどう りん ね もの ろくどう りん ね

い者に分けられます。 私 たち普通の人は、六道を輪廻する者で、
もの わ わたし ふ つう ひと ろくどう りん ね もの

死後の世界を四 十 九日間 旅します その世界を冥土と言い 現世、 。 、
し ご せ かい し じゅう く にちかん たび せ かい めい ど い げん せ

と来世の間の世界です。この旅の 間 、七日ごとに七回の裁判を受
らい せ あいだ せ かい たび あいだ な の か ななかい さいばん う

けて、来世で六道のうちのどこに生まれ変わるかが決まります。
らい せ ろくどう う か き

その四十 九日間を 中 陰または 中有と言います。
し じゅう く にちかん ちゅういん ちゅう う い

死後、死出の山といわれる険しい山道を、星明かりを頼り
し ご し で やま けわ やまみち ほし あ たよ

に 七日間歩きます 七日目に 秦広王の役所で裁判を受けます 次、 。 、 。
な の か かんある な の か め しんこうおう やくしょ さいばん う つぎ

に三途の川をわたります。善人は橋をわたり、罪の浅い人は浅瀬
さん ず かわ ぜんにん はし つみ あさ ひと あさ せ

をわたり、悪人は川につかってわたります。三途の川のほとりに
あくにん かわ さん ず かわ

は、奪衣婆と懸衣翁の二人がいます。奪衣婆は、亡者の着物を奪
だつ え ば けん ね おう ふたり だつ え ば もうじゃ き もの うば

い取り 衣領 樹の上にいる懸衣翁に渡します 懸衣翁は その着物、 。 、
と い りょうじゅ うえ けん ね おう わた けん ね おう き もの

を衣 領 樹の枝にかけて、亡者の生前の罪の重さをはります。
え りょうじゅ えだ もうじゃ せいぜん つみ おも

、 、十四日後に 第二の法廷である初江王のもとについきます
じゅうよっか ご だい に ほうてい しょこうおう

二十一日目に第三の宋帝王の法廷、二十八日目に第四の五官王の
にじゅういちにち め だいさん そうていおう ほうてい にじゅうはちにち め だいよん ご かんおう

法廷、三 十 五日目に第五の 魔王の法廷。 魔王の法廷には閻 閻
ほう てい さんじゅう ご にち め だい ご えん ま おう ほう てい えん ま おう ほうてい

『 浄 璃の 鏡 』が置かれていて、死者の生前の 行 いがすべて映玻
じょう は り かがみ お し しゃ せいぜん おこな うつ

し出されます。四十二日目に第六の変 成 王の法廷があります。四
だ よんじゅうににち め だいろく へんじょうおう ほうてい し

十 九日目に泰山王の法廷があります。
じゅう く にち め たいざんおう ほうてい
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ที่ฉายการกระทาํของเราในขณะที่ยงัมชีวีติอยูไดวนัที่42
ที่ศาลของราชาชื่อวา เฮนโจโอ และ วนัที่49 ที่ศาลของราชา
ชื่อวา ไทสนัโอ

ในศาลของราชา ไทสนัโอ มทีางเขา 6 ทางสาํหรบัเขาไปสู
แตละคตใินคตทิั้ง 6 ราชาจะบญัชาวา เราตองเขาไปใน 1 ใน 6
ทาง เขานั้น เราจะกลุมใจอยางมากวาทางไหนจะนาํไปสูมนษุยคติ
เพราะวา เมื่อเราไปเกดิในมนษุยคตเิทานั้น เราจงึจะไปเกดิ
ในแดนสขุาวดไีดเราจะตดัสนิใจเขาไปใน 1 ชองทางกลาวกนัวา
เราเลอืกทางโดยตวัเอง แตความจรงิชาตหินาของเรา ไดตดัสนิใจ
โดยการกระทาํในโลกนี้แลว

ยิ่งไปกวานั้น เมื่อครบ 100 วนั เราจะตองรบัการสอบสวน
ของราชาชื่อวา เบยีวโดโอ ของราชาชื่อวาโทฌโิอ เมื่อครบ 1 ป
และ ของราชา โกะโดเตนรนิโอเมื่อครบ 3 ปหลงัจากการตายดวย

ทกุ 7 วนั ใน ชอูนิ 49 วนันั้นครอบครวัในโลกนี้
จะจดัใหมพีธิกีารอทุศิบญุใหคนตาย และ
ภาวนาขอใหบาปของคนตาย เปนบาปเลก็นอย
แลวครอบครวัจะจดัใหมพีธิอีทุศิบญุใหคนตายในวนัที่ครบ
100 วนั ในวนัครบ 1 ปและในวนัที่ครบ 3ปหลงัจากการตายดวย

ความเหน็นี้ของพระพทุธศาสนา แบบมหายานไดมอีทิธพิล
ตอความคดิเกี่ยวกบัชาตหินาของชาวญี่ปุนอยางมาก แตชาวญี่ปุน
ไมสามารถเปลี่ยนความคดิดั้งเดมิที่วาโลกหนาอยูตดิ ๆ กบัโลกนี้
ดงันั้น คนตายจงึจะสามารถกลบัมาจากโลกหนาสูโลกนี้ไดงาย ๆ
และจะพบกบัครอบครวัและลกูหลานไดในงานวนัฉลองโบน
วนังานฉลอง ฮกินัเอะ และในวนัที่ตรงกบัวนัตายของทกุ ๆ เดอืน
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この法廷で、六つの鳥居の中からどれをくぐるかを決める
ほうてい むっ とり い なか き

ことになります。六つの鳥居の向こうは、六道のそれぞれにつな
むっ とり い む ろくどう

。 、 。がっています 死者は 迷った末に意を決して鳥居をくぐります
し しゃ まよ すえ い けっ とり い

、 、自分で来世を選んだように見えますが 実際は因果応報によって
じ ぶん らい せ えら み じっさい いん が おうほう

自分の未来が選択されるといわれます。
じ ぶん み らい せんたく

また、 百 箇日には平 等 王、一 周 忌には都市王、三回忌
ひゃっ か にち びょうどうおう いっしゅう き と し おう さんかい き

には五道転輪王と、全部で、 十人の王の裁きがあるとされます。
ご どうてん りん おう ぜん ぶ じゅうにん おう さば

この 中 陰の四 十九日の 間 この世に残った家族は 七日、 、
ちゅういん し じゅう く にち あいだ よ のこ か ぞく な の か

、 、 、ごとに法要を 営 んで 死者の裁きが軽くなるように祈り 百 箇日
ほうよう いとな し しゃ さば かる いの ひゃっ か にち

一 周 忌、三回忌にも、死者のために法要を 営 みます。
いっしゅう き さんかい き し しゃ ほうよう いとな

このような六道に関する教えは、日本人の他界観に大きな
ろくどう かん おし に ほ ん じん た かいかん おお

影 響 を与えました。しかし、日本人本来の 考 え方として、死後
えいきょう あた に ほ ん じんほんらい かんが かた し ご

の世界は現世と連続するところに存在し、死者はお盆・お彼岸・
せ かい げん せ れんぞく そんざい し しゃ ぼん ひ がん

命日には容易に 両 界を往来し、子孫に会うことが出来ると 考 え
めいにち よう い りょうかい おうらい し そん あ で き かんが

ています。
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― ―จ

動 経行する Ⅲ ：経行とは 禅の修 行 法の一จงกรม EQ0MTQO ［ ］ （ ） 、
きんひん きんひん ぜん しゅぎょうほう ひと

。 、 、 。つ 僧院の廊下などで 静かに 想しながら 反復歩行すること瞑
そういん ろう か しず めいそう はんぷく ほ こう

名 四界差別：四十 業処จตธูาตวุวฏัฐาน EC�VW� FJC@CVWYC" YC"VVJC�CP- - ［ ］
し かい しゃ べつ し じゅうごっしょ

の七つの分類のうちの一つ。万物を構成する四つの要素、すなわ
なな ぶん るい ひと ばん ぶつ こう せい よっ よう そ

กรรมฐาน 40ち、地・水・火・風と自分の体について考察する。©
ち すい か ふう じ ぶん からだ こう さつ

［名］ 習 性。習 慣 。行 儀。品行。行為。所 行 。จรติ ECT�ºV
しゅうせい しゅうかん ぎょう ぎ ひんこう こう い しょぎょう

名 転輪王 転輪 聖王：正義をもって世界จกัรพรรด EิC�MMTC� RJC"V- ［ ］ 。9
てんりんおう てんりんじょうおう せい ぎ せ かい

を治める王。 皇帝。天皇。:
おさ おう こうてい てんのう

［名］鉄囲山：仏 教 の宇 宙 観で、宇 宙 のจกัรวาฬ EC�MMTC �YCCP-
てっ ち せん ぶっきょう う ちゅうかん う ちゅう

（ ）中 心をなす須弥山の東 ・西・南 ・北にある四つの大陸 四洲
ちゅうしん しゅ み せん ひがし にし みなみ きた よっ たいりく し しゅう

、 。の外海をかこむ九山のうち一番外側で 金輪の外辺を縁どる山 脈
がいかい く せん いちばんそとがわ こんりん がいへん ふち さんみゃく

鉄でできている。
てつ

［名］ 布施。喜捨。慈悲。 犠牲。献身。寛容。จาคะ ECCMJC 9 :
ふ せ き しゃ じ ひ ぎ せい けんしん かんよう

«จาตรุงคสนันบิาต ECCVW�TQ0MJC" UC�PP�̧DC�CV- ［名］ 四部 集 合 。
し ぶ じゅう ごう

／お釈迦さまの生涯พระสากยมนุพีทุธะ し ゃ か しょうがい

［ ］ （ ）。［ ］ 。 。จารกิ ECCT�̧M 動 遊 行 する Ⅲ 名 遊 行 者 遊 行 する場所9 :
ゆ ぎょう ゆ ぎょうじゃ ゆ ぎょう ば しょ

遊 行 ：遊 行 とは各地を回って仏道を修 行 すること。;
ゆ ぎょう ゆ ぎょう かく ち まわ ぶつどう しゅぎょう

動 書く Ⅰ 描く Ⅰ 刻む Ⅰ 切る Ⅰ 彫 刻จารกึ ECCT�"M ［ ］ （ ）。 （ ）。 （ ）。 （ ）。
か えが きざ き ちょうこく

する（Ⅲ 。）
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動 雨季ごもりをする Ⅲ 雨季の定 住จาํพรรษา ECORJCPUC�C ［ ］ （ ）。
う き う き ていじゅう

に入る（Ⅰ 。安居する（Ⅲ 。夏安居に入る（Ⅰ 。） ） ）
はい あん ご げ あん ご はい

［動 （僧侶が）眠る（Ⅰ 。臥す（Ⅰ ：特に昼寝。จาํวดั ECOYC"V- ］ ） ）
そうりょ ねむ ふ とく ひる ね

［名］心。意識。จติ จติต, E�ºV
しん い しき

［名］心 観。จติตานปุสสนา E�ºVVCCPW"RC�VUC�PCC 隨
しんずいかん

จวีร ไตรจวีรEKKYnnP ［ ］ 。 。 。名 上衣 欝多羅僧 三衣のうちの一つ ©
じょう え うっ た ら そう さん え

［名］廟 。塔 廟 。チェディー。เจดยีEGGFKK びょう とうびょう

［ ］ （ ）。 （ ）。［ ］ 。 。เจตนา EG�GVVC�PCC 動 意図する Ⅲ 決意する Ⅲ 名 思 意志
い と けつ い し い し

意図。
い と

［動 （祝いの 行 事เจรญิพระพทุธมนตECT��P RJTC"! RJW"VVJC OQP- - - ］
いわ ぎょう じ

で僧が）読 経 する（Ⅲ 。お経 を読む（Ⅰ 。） ）
そう ど きょう きょう よ

［名］行 政区画ごとの僧団の長 。เจาคณะ EC@Q MJCPC"!-
ぎょうせい く かく そうだん ちょう

［名］県の僧団の長 。เจาคณะจงัหวดั EC@Q MJCPC"! EC0YC�V- -
けん そうだん ちょう

［名］区の僧団の長 。เจาคณะตาํบล EC@Q MJCPC"! VCODQP- -
く そうだん ちょう

［名］地方の僧団の長 。เจาคณะภาค EC@Q MJCPC"! RJC@CM- -
ち ほう そうだん ちょう

［名］郡の僧団の長 。เจาคณะอาํเภอ EC@Q MJCPC"! !CORJ��- -
ぐん そうだん ちょう

［名］プラ・ラーチャー・カナの位 にある僧を呼เจาคณุ EC@Q MJWP-
くらい そう よ

ぶ敬 称。
けいしょう

［名］壇越。施主：布施をする人。主催者。だเจาภาพ EC@Q RJC@CR-
だんおつ せ しゅ ふ せ ひと しゅさいしゃ

んな。後援会。
こうえんかい

［名］ 住 職 。精 舎 の長。เจาอาวาส EC@Q !CCYC@CV-
じゅうしょく しょうじゃ ちょう
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［動］ 油 を塗る（Ⅰ 。白粉をつける（Ⅱ ：吉祥としてเจมิ E��O ） ）
あぶら ぬ おしろい きっ しょう

、 、新郎新婦の額や新造船の船首 新規開店する店や会社の看板や扉
しん ろう しん ぷ ひたい しん ぞう せん せん しゅ しん き かい てん みせ かい しゃ かん ばん とびら

新しい買った飛行機などに 僧が白い粉を溶かしたものを指で 状、 ∴
あたら か ひ こう き そう しろ こな と ゆび じょう

に塗ること。
ぬ

― ―ฉ

［動］祝う（Ⅰ 。 祝 福する（Ⅲ 。ฉลอง EJCNn�n0 ） ）
いわ しゅくふく

［名］三層や五層などの多層の傘。日傘。天蓋。ฉตัร EJC�V
さんそう ご そう た そう かさ ひ がさ てんがい

［動 （僧が）食べる（Ⅱ 。ฉนั EJC�P ］ ）
そう た

［名］満足。愛好。好み。歓迎。物を愛し満足すฉนัทะ EJC�PVJC"!
まんぞく あいこう この かんげい もの あい まんぞく

ること。

［名］ 得度の時につけてもらうパーリ語の戒 名 。ฉายา EJC�C[CC 9
とく ど とき ご かいみょう

影。日蔭。:
かげ ひ かげ

［ ］ （ ）。 （ ）。เฉลมิฉลอง EJCN���O EJCNn�n0- 動 慶 祝 する Ⅲ 喜び祝う Ⅰ
けいしゅく よろこ いわ

― ―ช

［修］年取った。老いた。 した。ชรา EJCTCC 耄碌
とし と お もうろく

［名］ 竜 頭の屋根飾り。ชอฟา EJn@n HC"C-
りゅう ず や ね かざ

［名］ 本 生 本 生 物 語 。ジャータカ：お釈迦ชาดก EJCCFQ�M 9 譚。
ほんじょうたん ほんじょうものがたり し ゃ か
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さまの前世物 語 。 小 部 経 (クッダカ・ニカーヤ)のなか本 生:
ぜん せ ものがたり しょう ぶ きょう ほんじょう

นกิาย経 。©
きょう

［名］前 生 。前世：この世に生まれる前にいชาตกิอน EJC@CV�º Mn�nP-
ぜんしょう ぜん せ よ う まえ

た世界。
せ かい

［名］来 生 。来世：死んでから行くと言われてชาตหินา EJC@CV PC@C-
らいしょう らい せ し い い

いる世界。
せ かい

［ ］ 、 、ช EีJKK 名 頭 を剃った女性修行 者：白 衣を着て 髪と眉を剃り
あたま そ じょせいしゅぎょうしゃ びゃく え き かみ まゆ そ

。 。五戒または八戒を守る女性の出家者 正式な僧 の構成員ではない伽
ご かい はっかい まも じょせい しゅっ け しゃ せいしき そうぎゃ こうせいいん

［名］生命。 命 。寿 命 。生活。暮らし。ชวีติ EJKKY�V̧
せいめい いのち じゅみょう せいかつ く

［名］燭 台。ろうそく立て。เชงิเทยีน EJ��0 VJKCP-
しょくだい た

― ―ฌ

［名］禅 定 。 想： 心 を静めて一つの対 象 に 集 中ฌาน EJCCP 瞑
ぜんじょう めいそう こころ しず ひと たいしょう しゅうちゅう

し、真理を観察すること。
しん り かんさつ

［名］火葬。ฌาปนกจิ EJCCRC�PC" M�ºV-
か そう

［名］火葬場。ฌาปนสถาน EJCCRC�PC" UC�VJC�CP-
か そう ば

― ―ญ
［名］親族。親類。親戚。ญาต [ิC@CV

しんぞく しんるい しんせき



- 19 -

― ―ฎ

名 復 註 ：註 釈 の註 釈 本文のわかりにくい言葉ฎกีา FKKMCC ［ ］ 。
ふくちゅう ちゅうしゃく ちゅうしゃく ほんぶん こと ば

や文の意味をわかりやすく説明したもの（註 釈）への説明。
ぶん い み せつめい ちゅうしゃく せつめい

― ―ฐ

［ ］ 。 。ฐาน VJC�CP 名 仏像の台座：仏像の載っている台 仏像を置く台
ぶつぞう だい ざ ぶつぞう の だい ぶつぞう お だい

― ―ด

［名］蓮の花。蓮華。ดอกบวั Fn�nM DWC-
はす はな れん げ

［名］苦 行 者：苦しい修 行 をする人。ดาบส FCCDQ�V
く ぎょうじゃ くる しゅぎょう ひと

［名］三 十 三天：インドの世界観にあらわれるดาวดงึสFCCWF�0 さんじゅうさんてん せ かいかん

須弥山の 頂 上 にあり、帝 釈 天すなわちインドラがここに住んで
しゅ み せん ちょうじょう たいしゃくてん す

いる。

名 兜率天：欲界の第四天で 将来 仏となるべき菩薩ดสุติ FW�U��V ［ ］ 、 、
と そつてん よくかい だい し てん しょうらい ぶつ ぼ さつ

が地上 に下りるまで最後の生を過ごす場所。
ち じょう おり さい ご せい す ば しょ

［名］寺小 姓 。寺男 ：寺で働 く少 年や男 。เดก็วดั FG�M YC"V-
てら こ しょう てらおとこ てら はたら しょうねん おとこ

［名］ 外道：仏 教 以外の教え。また、その教えเดยีรถยีFKCTCVJ�½K 9
げ どう ぶっきょう い がい おし おし

を奉ずる者。 真理にそむく説。邪説。また、それを説く者。:
ほう もの しん り せつ じゃせつ と もの
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― ―ต

［ ］ 、 。ตถาคต VC�VJC�CMJQ"V 名 如来：修 行を完成し 覚りを開いた人9
にょらい しゅぎょう かんせい さと ひら ひと

。 。仏陀のこと 阿羅漢：学ぶべきものがなくなった最高位の仏弟子:
ぶつ だ あ ら かん まな さいこう い ぶつ で し

  ［名］菩提樹：お釈迦さまがこの木の下で覚りตนโพธ VิQ@P RJQQV-
ぼ だいじゅ し ゃ か き した さと

を開いたと言われる。
ひら い

［名］苦 行 。鍛錬。ตบะ VC�DC�!
く ぎょう たんれん

［動］覚る（Ⅰ 。ตรสัรูVTC�VUC�TW"W ）
さと

動 托鉢に回る僧の鉢に食 物などの布施する物ตกับาตร VC�M DC�CV- ［ ］
たくはつ まわ そう はち しょくもつ ふ せ もの

を入れる（Ⅱ 。）
い

［名］渇愛：喉の渇いた人が水を欲しがるような激ตณัหา VCPJC�C
かつあい のど かわ ひと みず ほ はげ

しい欲望。満足するまでやまない激しい欲望。
よくぼう まんぞく はげ よくぼう

名 多羅樹の葉：タイでは儀式の時に僧が持つ柄ตาลปตร VCCNCRC�V ［ ］
た ら じゅ は ぎ しき とき そう も え

、 。 、 。の長い 多羅樹の葉で作った団扇 現在は綿布 絹布で作られる
なが た ら じゅ は つく う ちわ げんざい めん ぷ けん ぷ つく

銭箱。ตูรบับรจิาค VW@W TC"R DnnTKEC�CM- - ［名］賽
さいせんばこ

［名］供物台。祭壇：大 小 高低の異โตะหมูบชูา VQ" OW�W DWWEJCC- -
く もつだい さいだん だいしょうこうてい こと

なる数脚 の机 を集めたタイ式の祭壇。
すうきゃく つくえ あつ しき さいだん

［名］三衣：三つの 衣 。すなわち、 僧 梨ไตรจวีร VTCK EKKYnnP- % 伽
さん え みっ ころも そうぎゃ り

説法衣・乞食衣 欝多羅僧 上 衣 安陀会（ ） （ ）© & © 'สงัฆาฏิ จวีรせっぽう え こつじき え うっ た ら そう じょう え あん だ え

（内衣 ）の三つを言う。© สบงない え みっ い

［名］三蔵：仏 教 の聖典を三種に分類した時ไตรปฎก VTCK RKFQ�M-
さんぞう ぶっきょう せいてん さんしゅ ぶんるい とき
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の聖典の総 称 。すなわち、 経 蔵（仏陀の説法を集めたもの）%
せいてん そうしょう きょうぞう ぶつ だ せっぽう あつ

律蔵（仏 教 徒の戒律を集めたもの） 論蔵（ 経 や律に対する& '
りつぞう ぶっきょう と かいりつ あつ ろんぞう きょう りつ たい

พระไตรปฏก注 釈 を集めたもの）の三つ。©
ちゅうしゃく あつ みっ

［ ］ 。 。ไตรมาส VTCK OC@CV- 名 三ヶ月間 特に夏安居の三ヶ月間を言う
さん か げつかん とく げ あん ご さん か げつかん い

名 三相 三法印：仏教 教 理を特 徴 づける三ไตรลกัษณVTCK NC"M- ［ ］ 。
さんそう さんぼういん ぶっきょうきょう り とくちょう みっ

ไตรลกัษณつの根本的な教え。すなわち、無 常 ・苦・無我。«
こんぽんてき おし む じょう く む が

／三相
さんそう

［ ］ 。ไตรสรณคมนVTCK UC�TC"PC"MJQO- 名 三帰依：三宝に帰依すること
さん き え さんぼう き え

［名］三帰依所：三つの帰依する場所。すไตรสรณะ VTCK UC�TC"PC"!-
さん き え しょ みっ き え ば しょ

なわち、仏と法と僧の三宝。
ぶつ ほう そう さんぼう

［名］三学：仏道を修 行 する者が 必 ず修めไตรสกิขา VTCK U�ºMMJC�C-
さんがく ぶつどう しゅぎょう もの かなら おさ

るべき三つの基本的な修 行 の項目 すなわち 戒学 定 学 慧学。 、 、 、
みっ き ほんてき しゅぎょう こうもく かいがく じょうがく え がく

のこと。 ／三学« สกิขา 3 さんがく

― ―ถ

［名］肩から吊す僧の鉢 袋。ถลกบาตร VJC�NQ�M DC�CV-
かた つる そう はちぶくろ

［動］献 上する（Ⅲ 。さしあげる（Ⅱ 。ถวาย VJC�YC�CK ） ）
けんじょう

動 王族の遺体を火葬し 奉ถวายพระเพลงิ VJC�YC�CK RJTC"! RJN��0- - ［ ］
おうぞく い たい か そう たてまつ

る（Ⅰ 。）

［名］ 上 座部：部派仏 教 の一派。仏滅後 百เถรวาท VJG�GTC" YC@CV-
じょう ざ ぶ ぶ は ぶっきょう いっ ぱ ぶつめつ ご ひゃく
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年頃、仏 教 教 団は保守的な上 座部と進歩的な大衆部に根本分裂
ねんごろ ぶっきょうきょうだん ほ しゅてき じょう ざ ぶ しん ぽ てき だいしゅ ぶ こんぽんぶんれつ

し、のち 上 座部はさらに説一切有部など多くの部派に分裂した。
じょう ざ ぶ せついっさい う ぶ おお ぶ は ぶんれつ

現在、東南アジアに伝わる仏 教 はこの 上 座部の流れに属する。
げんざい とうなん つた ぶっきょう じょう ざ ぶ なが ぞく

長 老：年 長 の男性 出 家修 行 者の通 称 。また男性修เถระ VJG�GTC
ちょうろう ねんちょう だんせいしゅっ け しゅぎょうしゃ つうしょう だんせいしゅ

行 者に対する尊称 。
ぎょうしゃ たい そんしょう

長 老尼：年 長 の女性 出 家修 行 者の通 称 。また女性เถร VีJG�GTKK
ちょうろう に ねんちょう じょせいしゅっ け しゅぎょうしゃ つうしょう じょせい

修 行 者に対する尊 称 。
しゅぎょうしゃ たい そんしょう

― ―ท

［名］ 十 の王法：王が保ทศพธิราชธรรม VJQ"VUC �RJ�V̧ TC@CVEJC VJCO- - -
じゅう おうほう おう たも

つべき十 の項目。すなわち、①布施。②持戒。③犠牲。④公正。
じゅう こうもく ふ せ じ かい ぎ せい こうせい

⑤穏和。⑥努力。⑦不怒。⑧不圧。⑨忍耐。⑩不誤。
おん わ ど りょく ふ ど ふ あつ にんたい ふ ご

［動］経 を読む（Ⅰ 。ทองพระสตูร VJn@0 RJTC"! UW�WV- - ）
きょう よ

名 布施 施 施与 施物：僧に 施 し与えること 僧ทาน VJCCP ［ ］ 。 。 。 。
ふ せ せ せ よ せ もつ そう ほどこ あた そう

に 施 し与える物。
ほどこ あた もの

［ ］ 。 。 。ทายก VJCC[Q"M 名 施 しをする男 の人 男の布施者 男の寄付者
ほどこ おとこ ひと おとこ ふ せ し ゃ おとこ き ふ し ゃ

［名］ 施 しをする 女 の人。女の布施者。女のทายกิา VJCC[KMCC
ほどこ おんな ひと おんな ふ せ し ゃ おんな

寄付者。
き ふ し ゃ

動 福徳をなす Ⅰ 功徳を積む Ⅰ 僧に食ทาํบญุ VJCO DWP- ［ ］ （ ）。 （ ）。
ふくとく く どく つ そう た

べ物などを献じる（Ⅱ 。）
もの けん
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［動］新築の家屋にทาํบญุขึ้นบานใหมVJCO DWP MJ�@P DC@CP OC�K- - - -
しん ちく か おく

入 居する前に僧に来てもらい 読 経して家を清めてもらい 食 事、 、
にゅうきょ まえ そう き ど きょう いえ きよ しょく じ

をさしあげる（Ⅱ 。）

［ ］ 、 （ ）。ทาํวตัรเชา-เยน็ VJCOYC"V EJC"CQ [GP- - - 動 朝夕 勤 行 をする Ⅲ
あさゆう ごんぎょう

朝夕、お勤めをする（Ⅲ 。朝夕、 経を読む（Ⅰ 。） ）
あさゆう つと あさゆう きょう よ

［ ］ 。 。 。ทฎิฐ,ิ ทฐิ VิJ�V̧VJ�º! 名 見解 意見 謬 見：まちがった考 え9 :
けんかい い けん びゅうけん かんが

あやまった意見。
い けん

［名］天眼：超人的な視力。あらゆるもทพิพจกัข VุJ�ŖRJC" EC�MMJW�!-
てんげん ちょう じん てき し りょく

のを見通す能 力。千里眼。
み とお のうりょく せん り がん

［名］天眼：超人的な視力。あらゆるもทพิยจกัษ VุJ�ŖJC[C" EC�MUW�!-
てんげん ちょう じん てき し りょく

のを見通す能 力。千里眼。
み とお のうりょく せん り がん

［名］苦。ทกุขVJW"M く

［名］悪趣。悪道：現世で悪事をした結果、行かทคุต VิJW"MMJC"V�º!
あくしゅ あくどう げん せ あく じ けっ か い

ねばならない苦しみの世界。 ／六道« คต 6ิくる せ かい ろくどう

［名］三悪趣：悪業を積んだ報いとして趣ทคุต3ิ VJW"MMJC"V�º! UC�CO-
さんあくしゅ あくごう つ むく おもむ

かなければならない苦しい生存のあり方 六趣のうち 地獄・餓鬼。 、
くる せいぞん かた ろくしゅ じ ごく が き

・畜 生 の三つ。 ／六道« คต 6ิちくしょう みっ ろくどう

［名］三悪 行 ：三つの悪い 行い。すなわทจุรติ 3 -VJW"VECT�ºV UC�CO
さんあくぎょう みっ わる おこな

ち 身体でなす悪行 身悪行 と言葉による悪 行、 （ ）© กาย ทจุรติしんたい あくぎょう しんあくぎょう こと ば あくぎょう

（ ） （ ）語悪行 と心 による悪 行 意悪行© ©วจทีจุรติ มโนทจุรดิご あくぎょう こころ あくぎょう い あくぎょう

の三つ。
みっ
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［名］神々。女神。เทวดา VJGGYCFCC
かみがみ め がみ

［ ］ 。 。 。เทวทตู VJGGYC VJW@WV- 名 神の使い 天使 自然の三つの決まり
かみ つか てん し し ぜん みっ き

すなわち、老、病 、死。
ろう びょう し

［名］説法。 教説。เทศนา VJG@GVUCPC�C
せっぽう きょうせつ

［名］蝋燭。เทยีน VJKCP
ろうそく

［名］安居蝋燭：入安居（結夏）からเทยีนพรรษา VJKCP RJCPUC�C-
あん ご ろうそく いりあん ご けち げ

出安居 解夏 までの雨季の期間 中 寺の本堂で灯される長くて大（ ） 、
で あん ご け げ う き き かんちゅう てら ほんどう とも なが おお

きい蝋燭。
ろうそく

［名］過失。罪。罪過。危難。โทษ VJQ@QV
か しつ つみ ざい か き なん

：いかり憎むこと。โทสะ VJQQUC�! ［名］瞋 瞋恚。
しん しん い にく

［名］施物：僧に布施として差し上げる物。ไทยทาน VJCK[C VJCCP-
せ もつ そう ふ せ さ あ もの

― ―ธ

名 法 ダルマ：法には様々な意味があるが 次の五ธรรม VJCO ［ ］ 。 、
ほう ほう さまざま い み つぎ いつ

つにまとめることができる。①法則。正義。規範 ②仏陀の教 法
ほうそく せい ぎ き はん ぶつ だ きょうぼう

③徳。属性 ④因 ⑤事物。
とく ぞくせい いん じ ぶつ

［名］初転ธรรมจกักปัปวตัตนสตูร VJCOOCEC�MMC�RRC�YC"VVCPCUW�WV
しょてん

法輪 経 ：お釈迦さまが覚った後、はじめて鹿野苑において、五人
ぼうりんきょう し ゃ か さと あと ろく や おん ご にん

の比丘に四諦八 正 道の教えを説いた様子を描いたお経 。
び く し たいはっしょうどう おし と よう す えが きょう

［名］法 性 。 常 法。普通。通 常 ：事物が有ธรรมดา VJCOOCFCC
ほっしょう じょうほう ふ つう つうじょう じ ぶつ ゆう
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している変わることのない本 性 。
か ほんしょう

［名］布 教 師。伝道師：仏 教 を教えひろธรรมทตู VJCOOC VJW@WV-
ふ きょう し でんどう し ぶっきょう おし

める人。
ひと

［名］説法。説法：仏 教 の教えธรรมเทศนา VVJCOOC VJG@GVUC�PC�C-
せっぽう せっぽう ぶっきょう おし

を分かるように話し聞かせること。
わ はな き

［名］法決 定 ：法としての決っていธรรมนยิาม VJCOOC P�̧[CCO-
ほうけつじょう ほう きま

ること、すなわち、現 象 世界の一切の存在は無 常 であり、苦で
げんしょう せ かい いっさい そんざい む じょう く

あり、すべての法は無我である。
ほう む が

［名］ 法句 経 ： 経 蔵の 小 部に含まれるธรรมบท VJCOOC DQ�V- 9
ほっ く ぎょう きょうぞう しょう ぶ ふく

経 典。 法句：真理の言葉。© นกิาย :
きょうてん ほっ く しん り こ とば

［名］タンマユット派：タイ仏 教 の二派のうธรรมยตุ VJCOOC[W"V
は ぶっきょう に は

ちの一派。もうひとつは、マハーニカーイ派。
いっ ぱ は

［名］仏教のこと。仏教という言葉が使ธรรมวนิยั VJCOOCY�P̧CK-
ぶっ きょう ぶ っ きょう こ と ば つか

われる以前、お釈迦さまが自らの教えを呼ぶときに使っていた。
い ぜん し ゃ か みずか お し よ つか

［名］法増 上 ：仏 教 の教えを因ธรรมาธปิไตย VJCOOCC VJ�ŖCVCK-
ほうぞうじょう ぶっきょう おし いん

涅槃とし もろもろの善を起こして けがれのない智慧を体得して、 、 、
ぜん お ち え たいとく ね はん

の目的に向かって精 進 すること。仏 教 の教えを最 上 のものとし
もくてき む しょうじん ぶっきょう おし さいじょう

てその教えに 従うこと。
おし したが

［名］法座：僧が説法をする座。ธรรมาสนVJCOOC@CV ほう ざ そう せっぽう ざ

［名］三界：欲界・色界・無色界の三つの世界ธาตุ3 VJC@CV UC�CO-
さんがい よくかい しきかい む しきかい みっ せ かい

の総称 欲界は欲望にとらわれた生きものが住む世界 色界は欲望。 。
そうしょう よくかい よくぼう い す せ かい しきかい よくぼう
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は超 越 したが、物質的 条 件(色)にとらわれた生きものが住む世
ちょうえつ ぶっしつてきじょうけん しき い す せ

界。無色界は欲望も物質的条 件も超 越 し、精神的 条 件のみを有
かい む しきかい よくぼう ぶっしつてきじょうけん ちょうえつ せいしんてきじょうけん ゆう

する生きものが住む世界。生きものはこれらの 境 域を輪廻する。
い す せ かい い きょういき りん ね

［名］ 十 八界： 眼・耳・鼻・舌・身・意ธาต 1ุ8 VJC@CV U�ºR R'�'V- -
じゅうはっかい げん に び ぜつ しん い

という六つの感覚器官(六根または六内処)と、六つの感覚器官の
むっ かんかく き かん ろっこん ろくないしょ むっ かんかく き かん

それぞれの対 象 である色・ 声 ・香・味・触・法の六つ(六 境 ま
たいしょう しき しょう こう み そく ほう むっ ろっきょう

たは六外処)と、眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識の六つの認
ろく げ しょ げんしき に しき び しき ぜつしき しんしき い しき むっ にん

識作用または主体の六識の総 称 認識は 感覚器官 根 と感覚器官。 、 （ ）
しき さ よう しゅたい ろくしき そうしょう にんしき かんかく き かん こん かんかく き かん

の対 象 境 と認識作用または認識主体 識 の三つによって成（ ） （ ）
たいしょう きょう にんしき さ よう にんしきしゅたい しき みっ な

อายตนะภายใน 6, อนิทรยี 6,り立っているとされる。©
た

อายตนะภายนอก 6, อารมณ6, วญิญาณ 6, อายตนะ 12
［名］香。線香。ธปู VJW@WR

こう せんこう

― ―น

［ ］ （ ）。［ ］ 。นมสัการ PCOC"VUC�MCCP 動 合 掌して礼拝する Ⅲ 名 礼拝
がっしょう らいはい らいはい

［名］地獄。奈落。นรก PCTQ"M
じ ごく な らく

名 法師 仏教 を知る者 仏 教 学の試験に合格นกัธรรม PC"M VJCO- ［ ］ 。 。
ほう し ぶっきょう し もの ぶっきょうがく し けん ごうかく

、 、 、 。した者：仏 教 学の試験は 一 級 二 級 三 級 に分かれている
もの ぶっきょうがく し けん いっきゅう に きゅう さんきゅう わ

［名］ 出 家者。 出 家 行 者。隠遁者。นกับวช PC"M DW�CV-
しゅっ け しゃ しゅっ け ぎょうじゃ いんとんしゃ

［名］ 行 者。求道者。苦 行 者。世捨て人。戒นกัพรต PC"M RJTQ"V-
ぎょうじゃ ぐ どうしゃ く ぎょうじゃ よ す びと かい
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を守る者。努めに忠 実な者。
まも もの つと ちゅうじつ もの

［ ］ （ ）。 （ ）。นั่งขดัสมาธ PิC�0 MJC�VUCOC�CV- 動 禅 定 する Ⅲ 坐禅を組む Ⅰ
ぜんじょう ざ ぜん く

［名］ ナーガ。 竜 ：ヘビの形 をした鬼神で、水 中 まนาค PC@CM 9
りゅう かたち き しん すいちゅう

たは地下に住み、雨を降らす 力 があると信じられている。人間の
ち か す あめ ふ ちから しん にんげん

姿 に変身することもできる。 中 国式の 竜 はマンコーンと言う。
すがた へんしん ちゅうごくしき りゅう い

体の大きな象:
からだ おお ぞう

［名］ 名 色：精神的なものと物質的なものนามรปู PCCOOC TW@WR-
みょうしき せいしんてき ぶっしつてき

の集まり。 ／ 十二因縁« ปฏจิจสมปุบาท 12あつ じゅう に いんねん

［名］ 聖 水。護呪水：聖なる水。僧が経 典からน้ํามนตPC"OOQP-
しょうすい ご じゅすい せい みず そう きょうてん

一部分を抜粋して念じ込めた水 災難を払いのけ 幸福をもたらす水。 、
いち ぶ ぶん ばっすい ねん こ みず さいなん はら こうふく みず

。 、 、 、 。と 考えられる 飲んだり 浴びたり 振りまいたり 注いだりする
かんが の あ ふ そそ

名 ニカーヤ：経 を分類したもので 上座部仏教นกิาย P�M̧CCK ［ ］ 、9
きょう ぶんるい じょう ざ ぶ ぶっきょう

。 、 （ ）では五種類に分類する すなわち 長部 ディーガ・ニカーヤ%
ご しゅるい ぶんるい ちょう ぶ

（ ） （ ）& '中 部 マッジマ・ニカーヤ 相応部 サムユッタ・ニカーヤ
ちゅう ぶ そうおう ぶ

増支部（アングッタラ・ニカーヤ） 小 部（クッダカ・ニカー( )
ぞう し ぶ しょう ぶ

ヤ 。 派。 宗 。宗 派。） :
は しゅう しゅう は

［ ］ 。 。 。 。 。 。นทิาน P�V̧JCCP 名 物 語 説話 故事 因 因縁 原因 縁起9 :
ものがたり せつ わ こ じ いん いんねん げんいん えん ぎ

［名］ ：煩悩の火が吹き消された状 態の安นพิพาน P�̧RRJCCP 涅槃
ね はん ぼんのう ひ ふ け じょうたい やす

らぎ。覚りの境 地。
さ と きょう ち

［名］滅：本来の意味は 「消え失せること 「ほろびนโิรธ P�ŢQ@QV 、 」
めつ ほんらい い み き う

ること 。それから派生して、次のことをあらわす。苦悩が消 滅」
は せい つぎ く のう しょうめつ
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して業のはたらきが停止した覚りの境 地である のこと。一切涅槃
ごう てい し さと きょう ち ね はん いっさい

の精神作用を滅し尽くした禅 定 のこと〈滅尽定 。四諦の滅諦の）
せいしん さ よう めっ つ ぜんじょう めつじんじょう し たい めったい

こと。 ／四諦« อรยิสจั 4 し たい

［名］滅尽 定 ： 心 のはたらきがすนโิรธสมาบตั Pิ�̧TQ@QV UCOCCDC�V-
めつじんじょう こころ

べて尽きてしまった精神統一。
つ せいしんとういつ

［名］四依：比丘が拠り所とすべき四つのこと。นสิสยั 4 P�̧VUC�K U�ºK-
し え び く よ どころ よっ

すなわち、 糞掃衣を着ること 托鉢乞食によって食 を得るこ% &
ふんぞう え き たくはつこつじき しょく え

と 樹下に坐ること 牛の 尿 を発酵させて作った 薬 （腐爛' (
じゅ か すわ うし にょう はっこう つく くすり ふ らん

薬）を用いること。
やく もち

［ ］ 。 。 。เนกขมัมะ PG@GMMJC�OOC 名 出 離 離欲 出 家：欲を去ること
しゅつ り り よく しゅっ け よく さ

煩悩の束縛から離れ出ること。出 家すること。
ぼんのう そくばく はな で しゅっ け

放生会ปลอยสตัวเรยีกวา ほう じょう え
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โอะโบน
คาํวา โอะโบน เปนคาํยอของ คาํวา อรุะโบน

ซึ่งเปนคาํศพัทจนีที่เอามาจากคาํวา อลุลมับนะ ของภาษาสนัสกฤต
หมายถงึ การแขวนเอาหวัลง

ตามพระสตูร อรุะโบนเงยีว (ฉบบัภาษาสนัสกฤตไมมี
มแีตฉบบัแปลเปนภาษาจนีเทานั้น) พระโมคคลัลานะ
ไดเหน็มารดาของทานผูตายไปแลวอยูในเปตคตดิวยตาทพิย
เมื่อมารดาจะกนิอะไร สิ่งนั้นกก็ลายเปนไฟไปหมด มารดา
จงึไมสามารถกนิอะไรไดพระโมคคลัลานะสะเทอืนใจมากจาก
สิ่งที่ไดเหน็ จงึไดทลูถามพระพทุธเจาวาควรทาํอยางไร
พระพทุธเจาสอนวาวนัออกพรรษาซึ่งเปนวนัขึ้น 15 ค่ํา เดอืนกรกฎาคม
พระโมคคลัลานะควรถวายอาหารแกพระแลว ภาวนาวา
ขอใหมารดามคีวามสขุ เมื่อปฏบิตัติามคาํสอนของพระพทุธเจา
แลว มารดาไดรบัการชวยใหพนจากความทกุขดวยอาํนาจบญุของทาน

ตามคาํสอนของพระสตูรเลมนี้ประชาชนจงึใหมงีาน
อรุะโบน ขึ้นในวนัขึ้น 15 ค่ําเดอืนกรกฎาคม กลาวกนัวาในป
พ.ศ. 1149 ซึ่งเปนสมยัจกัรพรรดซิอุโิกะ หรอืในปพ.ศ. 1200
ซึ่งเปนสมยั จกัรพรรด ไิซเม พธิ อีรุะโบน ไดจดัขึ้นเปนครั้งแรก
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お盆
ぼん

お盆は 「 蘭盆会」の 略 です。 蘭盆とは、サンスクリ、 盂 盂
ぼん う ら ぼん え りゃく う ら ぼん

。 。ット語の の音写です 逆さ吊りの苦しみを意味しますWNNCODCPC
おん しゃ さか づ くる い み

蘭盆 経 によると、お釈迦さまの弟子の目連は、神通力盂
う ら ぼんきょう し ゃ か で し もくれん じんつうりき

で、死んだ母が餓鬼界に堕ち苦しんでいるのを発見しました。母
し はは が き かい お くる はっけん はは

が何かを食べようとすると、すべてが火となってしまい、食べら
なに た ひ た

れません。目連は、母の逆さ吊りにされたような苦しみを見て、
もくれん はは さか づ くる み

ショックを受け、お釈迦さまに相談しました。すると、お釈迦さ
う し ゃ か そうだん し ゃ か

まは 「出安居の七月 十 五日に、僧たちに食べ物を布施してお母、
で あん ご しちがつじゅう ご にち そう た もの ふ せ かあ

さんの 幸 せを祈りなさい」と教えました。お釈迦さまの言われる
しあわ いの おし し ゃ か い

とおりにしたところ、母は、布施の功徳により、救われました。
はは ふ せ く どく すく

このことに 則 って、先祖を供養する 蘭盆会が七月 十 五盂
のっと せん ぞ く よう う ら ぼん え しちがつじゅう ご

日に 行 われるようになったと言われます 西暦六〇六年 推古天皇。 、
にち おこな い せいれき ねん すい こ てんのう

の時、または、西暦六五七年、斉明天皇の時に、日本で初めて 行
とき せいれき ねん さいめいてんのう とき に ほ ん はじ おこな

われたと言われます
い
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― ―บ

［動］詰める（Ⅱ 。詰め込む（Ⅰ 。บรรจ DุCPEW�! ） ）
つ つ こ

［名］比丘ではなく沙弥としての出 家。บรรพชา DCPRJC"EJCC
び く しゃ み しゅっ け

［名］ 出 家。 出 家者。隠遁者。บรรพชติ DCPRJC"EJ�̧V
しゅっ け しゅっ け しゃ いんとんしゃ

［名］資具。必需品：僧侶の生活のための必要บรขิาร DnnT�̧MJC�CP
し ぐ ひつじゅひん そうりょ せいかつ ひつよう

なもの。すなわち、 大衣（僧 梨） 上 衣（ 多羅僧） 内衣% & '伽 鬱
だい え そうぎゃ り じょう え うっ た ら そう ない え

（安陀会） 鉢 剃刀 針 腰帯 水漉しの八つ。( ) * + ,
あん だ え はち かみそり はり こしおび みず こ やっ

［動］布施する（Ⅲ 。喜捨する（Ⅲ 。寄付するบรจิาค DnnT�̧ EC�CM- ） ）
ふ せ き しゃ き ふ

（Ⅲ 。寄進する（Ⅲ 。） ）
き しん

［名］ 衆 。会 衆。 集 会所บรษิทั DnnT�̧UC�V
しゅう かいしゅう しゅうかいしょ

［名］四衆：仏 教 教 団の構成員。次の四つ。บรษิทั 4 DnnT�U̧C�V U�ºK-
し しゅ ぶっきょうきょうだん こうせいいん つぎ よっ

男性 出 家者 比丘 女性出 家者 比丘尼 男性の在家信者% & '（ ） （ ）
だんせいしゅっ け しゃ び く じょせいしゅっ け しゃ び く に だんせい ざい け しんじゃ

（優婆塞） 女性の在家信者（優婆夷 。( ）
う ば そく じょせい ざい け しんじゃ う ば い

［名］屑布。ボロ布。お釈迦さま当時、比丘たบงัสกุลุ DC0UW�MJWP
くずぬの ぬの し ゃ か とう じ び く

ちは捨ててある布などを拾い縫い合わせて 衣 を作っていた その布。
す ぬの ひろ ぬ あ ころも つく ぬの

のこと その後 仏 教徒は死体を火葬したり土葬したりする時 死体。 、 、
ご ぶっきょう と し たい か そう ど そう とき し たい

を覆っていた布を死体の側においておいた 呼ばれた比丘は その布。 、
おお ぬの し たい そば よ び く ぬの

を引っ張って 衣 にした しかし 現代では 死体を包んでいた布、 。 、 、
ひ ぱ ころも げんだい し たい つつ ぬの

を引っ張ることはできないので、三衣などを比丘が受け取るように
ひ ぱ さん え び く う と

置いている。その三衣などのことを言う。
お さん え い
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［名］鉢。托鉢の鉢。บาตร DC�CV
はち たくはつ はち

［ ］ 。 。บารม DีCCTC"OKK 名 波羅蜜：最高なるもの 覚りを実現する徳目
は ら みつ さいこう さと じつげん とくもく

努力すべき徳行。 ／お彼岸« โอะฮงินัど りょく とく ぎょう ひ がん

［名］十波羅蜜： 重 要な修めるべき 十 のบารมี10 DCCTC"OKK U�ºR-
じっ は ら みつ じゅうよう おさ じゅう

徳目 すなわち 施 しめぐみあたえること 布施 過 ちを犯。 、 （ ）% &
とくもく ほどこ ふ せ あやま おか

さず正しい生活をおくるように努めること（持戒） 欲に身も 心'
ただ せいかつ つと じ かい よく み こころ

もとらわれないこと（ 出 離） 真理に照らし合わせてものの 状 態(
しゅつ り しん り て あ じょうたい

を知ること（慧） 理想に向かって正しく努力すること（精 進 ）)
し え り そう む まさ どりょく しょうじん

理想に向かってがまんすること 忍辱 真実を語り 真実を 行* +（ ） 、
り そう む にんにく しんじつ かた しんじつ おこな

、 （ ） （ ）い 正しい 心を保持すること 諦 固く決心をすること 決意,
ただ こころ ほ じ たい かた けっしん けつ い

慈 しみの 心 （慈） 二つの 極 端の一方に 心 が 偏 らないよう- .
いつく こころ じ ふた きょくたん いっぽう こころ かたよ

にすること（捨）ちなみに大 乗 仏 教 では、菩薩が実践する徳目
しゃ だいじょうぶっきょう ぼ さつ じっせん とくもく

として、六つの項目（六波羅蜜）をたてる。
むっ こうもく ろく は ら みつ

［名］ パーリ語：現在、スリランカ、タイ、ビルマ、บาล DีCCNKK 9
ご げんざい

カンボジア、ラオス等の南方 上 座部仏 教 で使用されている聖 典
とう なんぽうじょう ざ ぶ ぶっきょう し よう しょうでん

พระไตรปฏก語。 三蔵 聖 典。: ©
ご さんぞうしょうでん

［ ］ 。บณิฑบาต DKPVJC" DC�CV- 名 托鉢食：鉢の中に入れられた食べ物9
たくはつじき はち なか い た もの

鉢に入れるものを受け取ること。:
ばち い う と

［名］福。善。福徳。功徳。善 行 ：仏 教 の教えに 従 っบญุ DWP
ふく ぜん ふくとく く どく ぜんぎょう ぶっきょう おし したが

た良い行 い。
よ おこな

［名］福田：田が作物を 生 ずるように、供養บญุเขต DWP[C MJG�GV-
ふくでん た さくもつ しょう く よう


